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舞踊創作学習に関する研究
－表現の伝達と知能検査・性格検査などからみた心理的要因との関連－
はじめに
舞踊は思想や感情を美的な身体の動きで表現する精神
1）
的分野における創造活動である。
創造の定義は研究者によってさまざまであるが，
Maslow．A．Hは「特別な才能の創造性」と「自己実現
の創造性」にわけている。恩田は「前者を天才的な特殊な
人たちにみられる創造活動で，社会的に新しい価値を評
価されるもの，後者は社会的に評価されるものではない
が，その人にとって新しい価値ある経験である。ただ
し，これは専門的に深められることにより，前者への移
行が可能である。教育にとっては，この二つの創造性に
2）
関連があるが，特に重要なのは自己実現の創造性である」
といっている。舞踊は創造活動を通して，情操や表現力
を高めることを目的としている教育の一手段である。従
って，舞踊における創造性は自己実現の創造を指してい
る。創造の心理的要田を知的要因，情意的要因，運動的
3）
要田の三つに整理して，次の様に説明している。
1，知的要因　①知覚的感受性，観察力，注意力とい
われるもので，このため対象に対して注意を集中すると
いう行動となってあらわれる。　㊤　記憶力単に討意力
がすぐれているだけでなく，何かしらの形で必要な知識
図1．舞踊創作学習における各要素間の関連
技術的要素
横　内　　貞
あるいは，情報として獲得されることが大切である。
◎　想像九　推理九　前者が目的表象をつくり，後者
がその実現化をする。
2，情意的要因　①　忍耐九　強固な意志カー創造的
な仕事をする時，前途に幾多の障害をひかえて，ひたむ
きに努力しなければならない。　㊥　精神の自由，自発
隆一創造の対象を見出す時や，これに連する方法を考え
る時には，従来の考えや習慣にとらわれないで，自由に
考え，行動することが必要である。　㊥　素直さ，これ
は正直とか実車とかにいいかえてもよい。冷静に事実を
ありのままにみることで，経験や感情によって，観察す
る主体としての自己をごまかしたり，ゆがめたりしない
こと。
3，運動的要因　運動検能の適確，磯敏，緻密など藷
性質があげられる。前にあげた二要因は，すべての創造
活動に必要であるが，この要因はすべてのものに必要と
いうものではなく芸術の分野では，一般に重要な要因で
あると恩田ほのべている。
舞踊創作における運動的要因というのは，身体運動と
して基本的な運動校能の適確，機敏，緻密の他に，舞帝
の構造をなす要因が考えられる。舞踊の構造要因には運
表現　　　伝達
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動的要素と時間的要素と空間的要素がある。これらの各
要素が相互に関連して舞踊が創作される。舞蹄創作過程
における各襲索間の関連を図1に示した。これは，日本
4）
教育舞席研究会案の舞踊カリキラムと舞踊創作の理論と
5）　　　　　　　　　　　　　　6）
実際および舞踊学習に関する資料を参考としたものであ
る。この因は，創作活動における運動要因の関連を示し
たものである。創作過程において，知的栗鼠情意的要
田も密接に関連が持たれて創作活動が行なほれるのであ
るから，知的要因，情意的要因を主体にして創造過程を
明らかにしてみる。
舞踊の創作過程
創造過程をWallas，G．は，準僻－あたため－解
7）
明－験証と四段階をつけている。またJoも・anneSVolk
eltは感情移入の論に立って，創造の気分－構想受胎
8）
－内面推敲一外面形成の四段階に区切っている。こ
れらを参考にして，舞踊創作過程を次のように区分し
た。
舞踊創作過程
発端→創作的な気分→構想→創作→制作
伴奏者
衣　裳
照　明
演　出
舞踊創作の過程は，先づ刺戟を感受性によって受けと
め，創作欲求を起す，対象を広く深く，いろいろな観点
からよく観察し，想像して漠然としていた創作欲求を育
てて明らかにする。テーマを自分のものとしてとらえ，
舞踊的イメージを明確にして構成計画を立てる。舞踊的
イメージを運動におきかえてモティーフを作り，形式を
構成して伴奏者をつけ，作品を発表するまでの全過程に
おいて，豊かな感受性，豊富な経験，想像九塾にとら
われない心の柔軟さ，硫極性，強い忍耐力と努力が創作
の各段階で相互に作用して創作活動が行なわれる。創作
の所産である表現は観照者との間のコミュニケーション
によって価値が生れる。従って表現の伝達には創造の心
理的要因が深い関連を持つと思われる。そこで次の検査
や調査によって心理的要因の一面をとらえて，表現の伝
達との閑適を調べた。
1キャッチルC，F，知能検査
知能の定義はいろいろあるが，知能は知識を獲得する
力であって，複雑な知性活動の一面であり素質的なもの
であると考えられているので，環境的なものの影響が少
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10）
く，素質的なものが測定されるといわれるキャッチル
C，F，知能検査（以下CF検査と略称）を行なった。
CF検査の構成
四種類の下位検査からなり，それぞれ一種規の問題が
半分ずつ前半と後半とに切半され配列されている。前半
と後半の間には3分間の休憩がある，四種類の問題構成
は次のようである。
（1）系列問題　ある状態の過程
（2）分演問題　理由，関係，法則などによって2と3
に分ける
（8）行列完成　上下左右の関係から1つのパターソを
兄いだす
（4）トポロジー点の位置を全体の空間の中で同じ条件
の位置を兄いだす
2　矢田部一ギルフォード性格検査
創造が可能であるための条件として，心の柔軟性，自
主性，心理的な安全と自由などがあげられているので，
11）
「精神的行動の個体的条件の総体である」といわれる性格
の⊥面である思考や行動の様式からの特徴を把えるため
矢田部一ギルフォード（Guilford）性格検査（以下Y－
G性格検査と略称）を行なった。
12）
Y－G性格検査
次の12性質をそれぞれ10個，計120の小間で検査する。
各小間には「はい」，「いいえ」，あるいは「？」で反応し，
採点は「はい」2点「？」は1点となる。特殊印刷で被
検者の反応したものが，容易に採点できるようになって
いる。結果はパーセソタイル標準点（5段階）に示し，
プロフールで表わす。プロフィールの尺度は隣接した尺
度がそれぞれ閑適の深いように並べられており，そのグ
ループを因子と呼んで，6個のグループ（因子）に分規で
きる。因子の名前はプロフィールの右側の方向で呼ばれ
ているが，左側はそれぞれ因子名の逆方向であり，情
緒安定性，社会適応性，非活動性，内省性，服従性とな
る。12尺度中のDからCoまでの6尺度は情緒的色彩をも
ったものであり，AgからSまでの6尺度は向性をみて
いると辻岡は述べている。
D　抑うつ性
C　回帰性傾向
工　劣等感
N　神経質
0　客観性欠除
Co　協調性欠除
Ag　愛想の悪いこと
G　一般的活動性
R　のんきさ
）
）
情緒不安定性因子
社会不適応性田子
）活動性因子
衝動性田子
T　思考的外向　J非内省性因子
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AS 社会的外向）甥性因子
12特性尺度の組合せによって更にいくつかの類型に分
けて人格を記述する。その典型が次に示す5類型であ
る。
A型　この塾は全尺度が平均またはそれに近いもの。
B型　一不安定不適応積極型－　この塾は情緒不安定，
社会的不適応，活動的，外向的で性格の不均衡
が直接外面にあらわれ易いタイプ。
C型　一安定適応消夜型－　この塾はB型の反対のタ
イプでおとなしい，問題をおこさない横極性に
乏しいタイプ。
D塾　一安定積極型－　この塾は情緒安定，社会的適
応または平均，活動的積極的外向的で性格の良
い面が外部にあらわれ易いタイプ。
E型　一不安定不適応消極型－　この塾はD塾の反対
のタイプで，内攻するタイプであるが，エソジ
ニヤタイプともいわれる面がある。
3　連想　想像力は芸術活動にとって重要な働を持つ
ものであり，創造的思考の一つの要素である。そこで想
13）
像カの開発には連想の訓練がよいと云われているので想
像力の－二面を連想語の数によって把えた。
4　経験調査　経験は創造の手がかりとなる，また芸
術は経験の表現とも云われる様にいろいろな経験や興味
は表現に関係すると思われるので，入学前の舞踊経験や
学問領域，社会事象等に対する興味などで経験をとらえ
た。舞踊学習指導の参考とするた桝こ以上の調査をし
た。
調査方法
1対象　本学幼児教育学科1・2年生を対象として
行った。
2　舞踊創作
（1）時期と時間と場所　2年生は5月中旬に，1年生
は9月上旬に体育館で音楽リズムの時間に60分ずつ2回
行なった。
（2）構成　題材は「太陽」と「土」のいづれかを各自で選
択し，構成形式は，ソロで2年生は4単位形式，1年生
は自由（スケッチ程度）に創作し，発表は体育館に白線
で12mX9Ⅱ叫こ区画した空間で発表させた。
（3）表現伝達の受容
表現者には，題材と創作意図を明記して舞験者に提出
させた。　観照者は，グループ内で交代して5人で観照
し，1人の発表が終了したらすぐに創作者がどの様な意
図で表現をしたと思うかを筆答させた。
3　連想
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（1）時期と場所　予備調査は7月中旬に，本調査は
9月上旬に体育館で音楽リズムの時間に行なった。
（2）予備調査　次の2つの方法を行なった。
a　個人面接による連想　静かな部屋に実扱者と被
験者の二人が入って，刺戟語「水」を与へ，連想が途絶
えるまで連想語を答えさせた。実敗者は10秒きざみに行
を替えて連想語を害きとった。（15人について行なった）
50秒から70秒位までは連想語が浮んできて，1度途切れ，
そのまゝ終る者と20秒位して少しずつ浮んでくる者とあ
った。
b　集団で筆答による連想　1年生全員を体育館で
行なった。刺戟語「水」を与えて2分間の間連想語を筆
答させ30秒毎に合図をして区切りをつけさせた。予階調
査の結果，解答後の内省により，連想時間はあまり長い
時間になると剰戟語からの連想でないものが多くなる可
能性がみられた。解答方法は，個人面接で行なうと被扱
者の中には緊張しすぎて連想がしにくい者がいた。集団
で筆答する方法は気分的に緊張が少くまた条件を一定に
するという利点が考えられたっ
（3）本調査　予備調査の結果から体育館で次の方法
で行なった。
a　集団で筆答による連想を2分間
b　刺戟語「太陽」と「土」を使用して創作をする前
の時間に行ない，刺戟語「椅子」，「現代」，「心」を使用
して行なった。
4　CF知能検査
（1）時期と場所　検査は7月中旬に，午前中の音楽リ
ズムの時間に一般数量で行なった。
（幻　検査方法　R．B．Cattell，辻岡著の実施採点
手引に示してある通りの方法で行なった。
5　Y－G性格検査
検査は2年生は46年10月下旬に，1年生は47年9月上
旬の体育理論の授業時に本学の降旗がテスト用紙に示さ
れた通りの方法で乗施させたものを利用した。
6　経験調査
入学前の舞踊経験，運動クラブ経験，舞踊および学問
傍観社会事象に対する興味について次の様式で知能検
査の後で行なった。
調査事項
A　舞席について
1　中学，高校で学習したものに○印をつけなさい。
1）フォーク・ダソス　　幻　既成作品　　3）既
成の音楽に振りつけ，　4）舞踊創作
2　舞廟創作について，該当するところに○印をつけ
なさい。
1）好き　の　普通　3）嫌い
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3　学問的領域または社会事象で，どのような分野に
現在一番興味がありますか。
調査結果とその考察
1舞踊表現の伝達程度
表現者の意図したことと同じ慣向の受けとり方をした
観照者が4人以上いたものを上3人のものを中，1・2
人のものを下として，それぞれ上敵中群，下群と名／
表1中学・高校における舞踊の経験
＼づけた。上群に入る者，25名，申群に入る老　39名，
下群に入る老16名であった。
2　舞踊表現の伝達と舞踊創作経晩の有無との関係。
表1ほ，舞踊経験の程度を示したものである。蓑1
によると，舞原創作の経験のある者は61名，舞踊創作の
経験の無い者は19名であった。表2は，舞踊表現の伝
達と舞席創作経険の有無との関係を示すものである。舞
⑳1．フォークダソス　2．既成作品　3．音楽に振り付け
頗表現の伝達の程度と舞席創作経験の有無との間には，
蓑2忙示した通り統計的検定の結果有意差は認められな
かった。創造性を育てる条件の1つとして「経験や創造
14）
活動の磯会」があげられるので，入学前の経験による差
表2　舞踊創作経験と表現伝達段階
があってよいはずなのに差が認められなかったのは，
中学，高校における経験の時間が少なかったか，または
グループで創作をした場合は，創作活動への参加態度
によっても経験の効果に相異がでてくる為ではないかと
思われる。しかし，今回は学習時間の調査をしなかった
ので何とも云われないが，被験者については経験によ
る差がみられなかったので同一集団であるとみなされ
る。
2　舞踊表現の伝達とC．F検査
CF検査による知能指数は，98′、ノ134の間に分散して
いた。これをCF知能検査の実施採点手引にあげられて
いる，一般大学への進学指針により便宜的に，IQ30以
上を①，129′一120を④，119′一105を◎，104′、ノ90を表現
㊥，89以下を①の5段階に分けた。表3に，知能指数を
表3　知能指数の5段階区分
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4．創作
5段階に区分したものを示した。表3にみられる通り，
5の段階の者15名，4の段階の者　28名，3の段階の
者28名，2の段階の老　6名，1の段階の者　0名で
あった。蓑4に表現の伝達と知能指数との相関を示し
た。
義4　表現伝達と知能指数の相関
IQ130以上（5）129′、ノ120（粛119′一105（3）104”90（2）
の伝達と知能指数の相関は衰4にみられる如く，rここ
0．06で相関はみられなかった。Mackinnon，D．は，知
能畳がただちに創造性の程度を示すものでない。ある点
以上の知能は創造性を保証するものでないとのべてい
16）
る。またTorrance，鼠P．も，むやみに工Qが高くて
も，それが創造性の優秀さとは別の問題であるとしてい
る。そして彼の経験からすれば創造性の高い児童はIQ
120またはその少し下あたりの知能である可能性が多い
とのべている。また京都市内の三つの大学生を被験者と
しての調査においても，だいたい工Q120前後を境にし
て知能水準が上昇しても創造性テストの平均点の上昇度
は鈍る傾向がみられたと恩田はのべている。蓑5は
CatharinM．Cox，Le－Wis M．Lermanらが，300人
の天才を調べて各人物の幼少時代を17才までと26才まで
の2期にわ仇　それぞれの記銀にもとづいて知能テスノト
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蓑5　300人の天才の若いときのIQ推定
l　∴　　　　　■：、．－　1
∴＿　＿l　　∴
コックス
の尺度にあてはめて推定し職業別にまとめたものであ
17）
る。この表によると，芸術家は推定の工Qが135で科学
者・哲学者より低い。以上の資料から舞踊創作において
もすぼらしい蓑現をするのに知能数が特に優れている必
衰6　Y－G性格検査による性格類型分布
要はないといえる。本調査の被験者は知能分布範囲が比
較的せまく，大体IQ120前後にかたまっており，短大
教育を受けることの出来る集団であるから差がみられな
かったのであろう。しかし知能は知的課題解決に必要な
能力であることを思うと知能指数の低い者が多くあって
この分布に大きな巾があったら正の相関がみられると思
う。
3　舞踊表現の伝達とY－G性格検査
表6は，Y－G性格検査の性格類型別分布を示したも
のである。蓑に示す通りA型27名，B型21名，C型7
名，D型15名，E型9名，F型1名であった。表7は表
現の伝達段階別にY－G検査の性格炉型分布を示したも
のである。表によると上群にはC型の者が1名もみられ
ず他の塾は上瓢　中瓢下群にみられた。表現伝達の各
表7　表現の伝達段階別のY－G性格塀塾分布
忘謹讐」頻姦型％1頻義塾
Ⅹ2　　検　　定l上中　9．13　　　　　上下5．72
表8　Y－G　性格類型別の表現伝達段階分布
27100．0
21100．0
7100．0
15100．0
9100．0
蓑9　Y－G性格類型間における表現伝達のⅩ2検定
類型 ?ﾅ?B型 ?ﾅ?D型 
A型 ??? ? 
B型 ??迭?@＼ ?"?
C型 ??Cr?．75 ???龍　瀞 
D型 ??C?1．44 塗???@＼ 
E型 塗???．60 店?c?4．61 
輯　龍器印5％水準　器印10％水準
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群における性格の叛塾の頻数分布については有意性は認
められなかった。表8に．性格叛型別の表現伝達段階分布
を示した。表によるとA型・B型は中郡に56％，52％と
約半数が属し，上群・下群にA型は22％，B型は33％，
14％となって山型の分布をしているがC型・D型・E型
はやや特異な分布がみられた。表9は性格煩型間におけ
る表現伝達段階分布が検定を示したものである。性格
類型別にみた表現伝達段階分布の比率については蓑9に
みられる通りで龍藩印は5％水準で有意差のあるものであ
る。A型とE型，C型とD型の間に有意差がみられ　A
型の分布は中群の者が多いのに対してE型は中群の者が
少数で上群・下群の者が多くみられる。C型は上群が1
人もいなくて，中群・下群にほぼ同数の者がおり，D型
はC型と逆に上群・中群に同数の者がみられた。有意性
はないけれども　B型はC型より上群の者が多く　下群
の者が少い，E型はC型より上群の者が多く　中群の者
が少い，B型・D型はE群より中群が多く　下群が少い
という慎向がみられた。以上から，B型，D型が他の
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塾に比して舞踊による伝達がよくなされる傾向がみられ
る，これは炉型の性格特徴にみられる良い面が創作過程
において関連するものと患われる，B型は不安定不適応
横棒型といわれるが活動的で外向的性格を持ち積極性が
ある，D型は安定横極塾といわれ　活動的で横極的で外
向的性格を持っており両塀塾とも共通している。創作活
動は　浮んだアイディアを動きとして　すぐに表出して
確かめながら行なうものであるから，自主的で活動的横
極的な性格特徴が関連していると思われる。したがって
舞踊創作過程において性格が閑適して菱現伝達に現われ
ると思まっれる。
表10は表現伝達の上群と下群とのY－G性格特性群の
分布の比較を示したものである。この表は標準点1・2
段階を左とし，3段階を中とし，4・5段階を右とし，
3段階と1・2段階にまたがるものを左中とし，3段階
と4・5段階にまたがるものを右中とし，1・2段階と
4・5段階にまたがるものを左右と区分して作った。表
にみられる通り上群と下群における性格特性群の分布に
は統計的差は認められないが上群に衝動的な者が多い傾
向がみられた。創造活動の原動力としてほ活力という心
的エネルギーが充実していることが必要である，この活
力が充奨している時は衝動性も強くなると思う。また標
準点の左・左中の段階をまとめて左より傾向とし，右・
右中の段階を右より傾向として比較すると活動性因子，
内省性田子においては上群は下群に比べて右より傾向の
表10　表現伝達上群と下群とのY－G．性格特性群の比政
者がそれぞれ32％，36％多く，主導性因子においては下
群は上群に比べて左より傾向の者が34％多い。上群は活
動的で内省的でない者が多く下群は服従的な者が多い傾
向がみられた。
表現の段階別にY－G検査のプロフィール尺度（特性）
を表11・図2に示した。蓑によると　どの特性にも上群
と下群の間に統計的な差はみられなかったが，一般活動
性・のんきさ・支配性・社会的外向の4特性で高い点を
取った者が上群に多くみられた。
辻岡が小学生について，Y－G尺度と行動評定との閑
適を調査した報告によると，社会的外向の者（S），のん
きな老（R），一般的活動性のある者（G），支配性のある
者（A）は授業中は積極的でよく発言し，リーダーシップ
があり，元気でほがちかである，社会的外向の者支配性
のある者は自分のことは自分でするという評定がされて
いる，また愛想の良さの欠除，二攻撃性の者（Ag）は神経
質であってはがらか，外向的と評定されている。この行
動評定と前述の特性群と表現の関連を照し合せてみる
と，舞席を創作するには題材についてよく観察し思考し
て自分でとらえて自己表現として運動を作り出すという
積極的な行動を必要とするものである。また，芸術の存
在はコミュニケーショソによって形成されるといわれる
様に，創作したものを観取者に伝達することを思うと上
群が情動性因子，衝動性因子，主導性因子に高い点を示
していることはうなづける。
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〔注〕
標準点1，2段階を左
3段階を中
4，5段階を右
3段階と1，2段階
にまたがるもの左中
3段階と4，5段階
にまたがるもの右中
1，2段階と4，5
段階にまたがるもの
左右
と区分して表をつくった。
非印　P＞0．1のもの
○印左，左申，を左より，
右，右中を右よりとして
みて上群と下群に異った
傾向のみられるもの
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裏目　表現伝達上群と下群とのY－G検査プロフール尺度の比較
図2　表現伝達上群と下群のY－G検査プロフィール尺度
の比牧
舞踊は表現素材が身体であるので身体運動という面か
らスポーツマソの性格特性との関係をみた。スポーツマ
18）
ソの性格特性については，神田が大学生女子の遅効選手
と一般学生（運動部に所属したことのない者）を対象と
して調査した結果について抑うつ性，劣等感，神経質，
攻撃性，一般的活動性，のんきさ，思考的向性，支配
性，社会的向性が有意であった。これを性格特性群でみ
るとト運動選手は一般学生に比故して情緒的には比牧的
安定した外向型で活動的で社会的であるがやゝ衝動的な
面があり思索的でないと報告している。
舞既表現の伝達についての本調査は特殊なグループと
他のグループの比較でなく一般学生の中で上群と下群に
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分けたものであるからスギーツマソ特性の調査の様に統
計的に差がみられたものはないが傾向として把えるとス
ポーツマソと同じ様な結果を示して，表現の伝達上群の
者は下群の者に比校して一般的には活動的で社会的に外
向で積極性のある者が多いといえよう。一年生に性格特
性や興味調査からみて，表現伝達の中群以上に入ると思
われる者が下群に少数いるがこれは層材のとらえ方が主
観的すぎる為，観照者に伝達されなかったものと思われ
基礎的襲素の練習不足からくるものと推察される。表現
の伝達と性格特性との間に関連がみられた。
表12は性格類型別に題材のとらえ方を示したものであ
る。題材のとらえ方笹大きくわけて，感覚的（例．太陽
をやさしい）なとらえ方と描写的（例．太陽をギラギラ
輝いて）なとらえ方とに分けた。性格炉型によるとらえ
方は表にみられる様にほとんど同じでC型においてのみ
描写的とらえ方が多くみられた。しかし人数が少いので
はっきりしたことはわからない。
表12　Y－G性格類型別における題材のとらえ方分布
感覚的1描写的
頻数　％画数　％l頻数　　％
4　連想
表13に連想語の平均を示した。表にみられるように刺
戟語「太陽，土」においても，抽象的な刺戟語「椅子，
心，現代」においても有意差をもって上群が中群・下群
より連想語数が多かった。特に抽象的な戟刺語において
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大きな異いがみられた。連想の訓練が想像力を高めると
いわれており，想像力は創造的思考の基礎となるものと
いわれているので，連想語数よりとらえた想像力が舞廟
創作過程において作用し，表現の伝達に閑適があると思
われる。
表13の1表現伝達段階別連想数
刺遠＼、＼ 天????ｨ??-ﾈ??8?H?Oｨ?8?B?
1．太陽，土 ?8?????????(??8?#??Cx?8?S?
2．イス．心， 現代 ?X?(???C???#x????S(?#x????唐?
頻　数 ?(????????3??????2?
蓑13の2　表現伝達段階の間の連想数の比較（t検定）
（1）太陽，土　　　　　　　（2）イス，心，現代
調上群画下群
上司＼回輔
車吐lゝ」
下群I2・ヰ司＼
諾巨群l画下群
上司＼回榊
．言「二十丁‾l‾
下司7・58恒21＼
梱印5％水準
5　表現の伝達と舞踊創作に対する興味
舞踊創作することが，好きか　普通か　嫌いかの調査
結果は蓑14に示した。
表14の1舞廟創作の好・嫌いと表現伝達
三 儘H*ｸ???X?ｨ???ﾉ?"?v 頻数　％　頻数　％　頻数　％ 儻?H????
表14の2　舞席創作の好・嫌いの分布が検定
注
醐印5％水準
上群と中群および下群の聞，中群と下群の間に有意差が
みられた。上群・中群は下群に比べて舞席創作をするこ
とが楽しいと思うものが多く嫌いだと思う者が少い。
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舞踊創作は自分で動きを作り出すことが好きでないと培
極的に創作に参加することが出来ないであろうし，自ら
横極的に創作に取り組まなければよい結果は生れないと
思う。従って舞踊創作過程において舞席創作への興味が
作用して表現の伝達に関連を持つと思われる。創造的な
19）
仕事は「99％の発汗と1％の霊感によるものである」と
いわれるが，横極的に創作に取り組み題材からとらえた
イメージを表現するにふさわしい動きを作り出す努力に
楽しみ，喜びを感ずることの出来る者は創作経験の凍み
重ねによってよりよい創作活動が行なわれ，創作の所産
である表現がよいものになると思われる。逆に創作活
動に入る前に，負のカとなる「いやだな」という気特が働
いては同じ時間を贅しても期待する効果はあげることが・
出来ないものと考えられる。そこで「嫌い」と答えた者
の理由を調査した。嫌いな理由は，①　イメージを動き
に移せないから，㊤　創造性がないという劣等感を持っ
ているから，④　人の前で顕ることが恥づかしいから，
④　性格的に受動的である。めんどくさがりやである。
①　グループで創る時協力しない人がいるから，以上の
ことをあげている。④，①を理由にあげているのは3名
だけで他の者は①，㊥，㊥をあげている。創造には心理
的な安全と自由が重要であるといわれていることから考
え，羞恥心や劣等感は創作過程においてさまたげとなり
表現の伝達に関連を持つといえる。身体運動という共通
性を持つスポーツの好き嫌いについて，表現伝達との関
連を見ると（資料はスポーツ・テスト時にスポーツをす
ることが，好きか　嫌いか　調べたものを利用）蓑15にみ
られる様に上群と下群を比べると，下群にスポーツを好
表15　スポーツをすることの好き嫌い
好　きl嫌　い】　計
頻数　％l　頻数　矧頻数　％
上　　群
下　　　群
22　　88．0
12　　75．0…　三…：31……；33：3
まない者が多い懐向である。下群でスポーツが嫌いとす
るものは舞席も嫌いと答えた者で活動的なことには興味
の持てない者が下群に多いといえよう。
6　表現の伝達と興味
表16は伝達群別に学問的飯域または社会事象に対する
興味の分野を示したものである。1）芸術には音楽，美
術，演劇，書道を含め，の　社会には産気社会科，社
会問題を含め，3）文学，4）自然には植物，自然界
を含め，5）家政　6）運動，7）心理に分界してた。
表現伝達段階別分布に統計的差はみられなかったが芸術
の分野で上群の者は下群の者に比べて芸術の分野に興味
のある者が多い傾向がみられた。創造する，表現すると
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蓑16　表現伝達段階別興味のある分野の分布
いう面で共通するものがある為であろうと思われる。
7　表現の伝達と運動クラブ経験の有無
蓑17に．表現の伝達段階と運動クラブ経験との分布を示
表17　運動クラブ経験と表現の伝達
Ⅹ2＝6．24　　　5％水準で有意
した。蓑にみられる様に運動クラブの経験のある者は上
群に多く有意差がみられた。これは運動経験が舞桶創作
に関連があるというよりは身体運動に対して墳極性があ
り活動力に畳んでいて創作活動に積極的に取組める性格
的なものが多分に含まれていると思われる。
おわりに
舞踊学習指導の参考にするため表現の伝達と知能，性
格，経験との関連を調査した結果を要約すると，
1入学前の舞踊経験による表現の伝達の差はみられ
なかった。
2　C，F知能検査による知能指数と表現の伝達との
相関はみられなかった。被験者の知能指数分布巾が小さ
いためと思まっれる。
3　Y－G性格検査による性格塀型，性格特性が表現
の伝達に関連がみられた。一般に活動的で社会的に外向
で積極性のある者が舞蹄創作活動において良い表現をし
ているようである。
4　連想語と表現伝達との間には関連がみられ，上群
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の者が連想語が多かった。想像力が豊かである者がよい
表現をしているといえよう。
5　興味の調査では上群に舞踊創作をすることが好き
であると答えた者が多く，嫌いだと答えた者は下群に多
い，表現の伝達と関連がみられた。嫌いな理由に動きを
作ることに対する劣等感，羞恥心をあげている者が多く
いたことは指導上留意すべきことゝ思う。
興味の分野については上群に芸術分野に興味を持つ者
が多い傾向がみられた。
6　運動クラブ経験との関連は上群にクラブ経験のあ
る者が多くみられた。
終りに御指導をいただいた降旗義而教授，小林治夫教
授に深く感謝し，調査に御路力いただいた幼児教育学科
の学生の方々に感謝いたします。
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